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京都府
／全国

居住地域
／活動地域

・域内企業の排出量算定・削減目標設定・戦略策定・SBT認定取得等の伴走支援等
・環境関連計画・アクションプランの策定支援
・GHG排出量削減に向けた各種施策立案・制度設計・実行支援
・地域ぐるみの支援体制の構築ご支援（地域金融機関との連携等）
・公共施設への再エネ導入支援
・気候市民会議

専門
領域

伴走型
スポット型派遣形式

太陽光、PPA、EV・モビリティ、省エネ、カーボンオフセット(Jクレジット等)、
初期段階におけるビジョン・方向性の検討、ポテンシャル調査、区域施策編の策
定、地域間連携、官民連携、庁内連携、住民や事業者との合意形成、意識啓発・
行動変容、事業計画・事業性評価、事業体制構築、地域新電力、エネルギー会社
設立、資金調達、気候市民会議、SBT、省エネ診断、中小企業伴走支援

キー
ワード

2005年４月 新日本石油株式会社（現・ENEOS株式会社）入社
2009年４月 京都府庁 入庁
2016年４月 資源エネルギー庁 電力ガス事業部 電力市場整備室 派遣
2018年６月 京都府 環境部 エネルギー政策課（→2021年４月:地球温暖化対策課→2022年４月:脱炭素社会推進課）
2023年５月 西日本電信電話株式会社（現・NTT西日本株式会社 NTTビジネスソリューションズへ在籍出向） 入社

略歴

関西・四国・九州・沖縄エリアの自治体様を中心に主に以下のご支援に従事しています。
・地球温暖化対策実行計画（区域施策編・事務事業編）の策定支援
・脱炭素先行地域・重点対策加速化事業の申請支援
・中小企業のGHG排出量の可視化・削減目標設定・計画策定・SBT認定取得支援
・市民向けワークショップ・事業者向けGX経営セミナー・気候市民会議など
・その他各種政策立案のご支援

過去の地
方公共団
体との関
わり

西日本エリアの多様な地域特性を有する自治体の皆さまに寄り添い、地域脱炭素化の推進支援や、企業におけるGX経営の実装に向けた支援（戦略
策定、SBT取得支援など）を主に担当しています。各自治体の取り組みは、一つひとつを見れば小さな規模かもしれませんが、その積み重ねの先に
こそ、日本全体の脱炭素化の実現があると信じています。地域の実情や課題に真摯に向き合いながら、自治体の皆さまと日々対話を重ね、実効性の
ある施策を共に創り上げていくことを大切にしています。

一言

（執 筆）・「週刊金融財政事情」地域の脱炭素化を目指す「京都ゼロカーボン・フレームワーク」（2023）
・「自治体通信」再エネ普及の切り札になるか、「地域共生型再エネ」という発想（2022）
・「環境技術」カーボンニュートラルを目指す京都府の「地域共生再エネ」の取組（2021）
・「住まいとでんき」特集:電力エネルギー・HEMS_現状と今後の展望（2017）

（その他）・自治体担当者に聞く!脱炭素施策事例集（中小事業者排出削減）https://www.wwf.or.jp/activities/lib/4978.html
・「日経アーキテクチュア」脱炭素住宅・規制強化に備えよ 先行自治体に見る規制と支援策（2021）
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